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談話における主観的副認の研究
「きっと J r絶対J r必ずJについて一一
(筑波
? ? ?
はJlラ な出や、機能の の泣iから、未だに記述が難しいものもいくつかみられる G









































つは の混同 し し られるこ されてし 1る(小林
(lなど)0
(J) を意味 び〉 から 述するこ iヨ の中でど





( 1 法性 modal まノ し手の から められる、 の 述内容と、
現実 よ き との {てよけの 的表現J し 。さら の ち
つ 法高IJ し、文の叙 は l -文 としてし 1る

















小林 (1992) では「確かに・きっと・ぜひ」を含む文を作成し、日本語母語話者 10人
に「正しい文か よくわからないか、間違し、か」を判断させるテストを行っている。
( 1 )私の国には冬の問、きっと学生割引があると思います。
















































































































































し、 き に見ら である。
( 7) パラを畏う ウD
(18) まり 金が る とノくラを
3.2. r絶対j
J :推量j の j の機 き〉 ， し¥ は、「き r ~区、寸-J
く、「絶 ら る機能で レベルのタイ わらず、 ることが
できる。
.， 0コ ーキは から いしいですよ。
A:それはあ ぷ〉 い違いじゃ し1ですか。


















































j ものは「必ずj と共起しにくい。 逆に f明日 j は「雨j であると
であるから、使用できると考えられる















































i ~立、 Jは理由 明研ilk てい し、 と しにくし¥ i 
まいが、 し手の J と く結 いている i三え 「話し






























































。このことカ￥ J 、 {可らかの で 3 いう?けている えられる。
表 1 テストの f J r激励Jの結
設1，¥]普 ? 
絶対 10ノ¥ |絶対 10人 絶対 0人
必 7ノ¥ 必 1人 iど、 14人
きっと i人 きっと?人 きっと 5人
設!?守番 I 16 17 19 
14 )¥ 絶対 3人 絶対 J0人
。ノ¥ 必ずの人 必ず 9人
きっと 1 人 きっとも入
出番号 6 9 10 
ま色対 4人 絶対 4人
滋!言J 必ず i人 必ず i人
きっと 14人 っと 13人
0) lま Iと じものとなっ し1くつか逸 し
ら し '1吏用を とによって、 jでは し 0) 
では間き る強い安 ゼ守ト える効果や、 のフェイスを
られる。




1J主 '1:lj努?の iWi'] 











































次;こ、之についてであるが、?張、 Jでは「きっと j が多かつ























を観察してき |来論に ける けで
J士、 のヰIに るいくつカ瓦の 明でき し¥". とから、;ョ のために
も， 、 と~iノ主 ていくべき といえる。
しかし、 では {の ストする び〉 ともに ~I 冷 cレはし、
イヒできる し¥ し15 さら を;まかり トを行うべ
伊Jの収 とは え 、主 り くの タか 析する v められる c
注
(1) では「の {カモシレナイ になる表現とし 中」をあ いる。
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